
11

【職　　種】学校用務員、司書事務員
【勤務場所】町内各小中学校
【雇用期間】学校用務員：４月１日から平成１８年３月３１日までのう

ち８月を除く１１ケ月間
　　　　 　 司書事務員：４月１日から平成１８年３月３１日まで
【勤務時間】 午前７時４５分から午後４時１５分まで（月曜日～金曜

日）［各小中学校によって若干異なります］
【募集人員】学校用務員：男子３人、司書事務員：女子１人
【賃　　金】学校用務員、司書事務員とも日給５,８５０円
【応募資格】学校用務員：昭和１８年４月２日以降に生まれた男子
　　　　 　    ※日曜大工が趣味のかた
　　　　 　 司書事務員：昭和４０年４月１日以降に生まれたかた
　　　　 　    ※司書もしくは司書補免許をお持ちのかた
【応募方法】２月１８日（金）から２８日（月）の間に履歴書を役場企

画課学事係まで提出。書類審査を経て、後日面接試験
により採用者を決定します。

【問 合 先】企画課学事係（内線 ２３７・２３８）

臨時職員
【職　　種】臨時調理員
【募集人員】２人
【勤務時間】午前８時３０分から午後０時３０

分まで
【応募資格】健康で給食調理の仕事に意欲

をお持ちのかたでおおむね４０
歳までのかた

【賃　　金】時間給８１０円
【申込期限】 １月１７日（月）
【問 合 先】町学校給食センター
　　　 　     �３８７・５３２１

調理員

破産手続きの方法が変わりました　岐阜地方裁判所

免責手続き継
続中も強制執
行等は禁止 

配当までの手
続きの迅速化 

夫婦や連帯債務者、保証人は同じ
裁判所への申立てが可能に 

強制執行等を一律に禁止するなど
の財産保全制度の拡充 

「破産宣告」 
から名称変更 

免責許可の申立ても当然にある
ものとみなされることに 

　破産手続きを定めた改正破産法が昨年の５月25日に成立しました。手続きの迅速化および合理 
化、個人の破産・免責手続きの見直しが、この改正の大きな柱とされています。 
　改正後の個人の破産手続きは、次の図のとおりです。 

個人の破産手続きの流れ 
（赤字は主な改正点です。） 申　立　て 

債務者が、破産手続きを進めるためのお金や財産
を持っているかどうかで、手続きが異なります。 

　開始と同時に廃止決
定をして、手続きは即
座に終了 

債務者への配当・分配 

　債務者や破産管財人の意見を聞き、必要があ
れば破産者と面談するなどした上で、裁判官が
免責するかどうか判断します。 

　一部の債務を除き、 
債務の支払義務が免
除されます。 

　一定の事情がある
場合には、免責が許
可されないことがあ
ります。 

破産手続き開始決定  

持っていない場合 

同時廃止決定 

※破産管財人が選任されても、財産状況により、手
続きが途中で終了する場合があります。 

破産手続き  免 責 手 続 き  

持っている場合 

破産手続終結決定 等 

免責許可決定 免責不許可決定 

　裁判所が選任した破
産管財人が、破産者の
財産を処分 




